
目次（ページ）

02
04
05

06
07
08

特集　奈良市社会福祉協議会50年の歩み
あなたのまちの地域福祉活動「佐保台地区社会福祉協議会」
レポート　地域福祉フォーラム開催しました
居場所づくり応援プロジェクト始動！
福祉ホットライン　特定非営利活動法人　ならサポートワークラボ
社協事業報告　オータム　アミーゴ　フィエスタ2017
穴埋めキーワードクイズ＆平成29年度賛助会員のご紹介

（※詳
細は8頁

参照）

社協会員
募集中！

社協会員
募集中！

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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皆
さ
ま
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は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
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昨
年
は
、
第
34
回
総
会
及
び
法
人
設
立
50
周
年
記
念
事
業
を
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
盛

会
に
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
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本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
第
二
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
支
え
合
い
、
と
も
に
生
き
る
、
安
心
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
て
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　総会では、永年にわたり地域や施設・団体等で福祉活動にご尽力されている方々等への表彰状並び
に感謝状が贈呈され、今回は50周年記念特別表彰も行われました。
　また特別講演として、厚生労働省の地域福祉専門官 後藤真一郎氏をお招きし「『我が事・丸ごと』
地域共生社会の実現に向けて」と題した講演とトークセッションを行いました。

会長挨拶 特別表彰 トークセッション

奈良市社会福祉協議会　第34回総会及び法人設立50周年記念事業を開催 〈
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献
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受賞者の皆様

平成29年11月21日（火）　なら100年会館中ホール

福祉作業所開所式（昭和60年）

奈良市民だより
昭和43年12月１日号 音楽療法を取り入れた活動

（鳥見デイサービスセンター） 
都祁福祉センターデイサービス 月ヶ瀬福祉センター「地区生きがい教室」 
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市
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会
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平成
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昭和
42年
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3年昭和
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「センター事業の拡大と総合型社協への展開」
　受託運営する施設が増えるとともに、各施設を拠点として様々なプログラムを提供するよ
うになり、センター事業型社協として組織及び事業規模が拡大しました。
　さらに、在宅福祉化の流れの中で、地区社協の設立支援強化や地域福祉活動への展開を図
り、総合型社協へ前進することとなりました。

ボラントピア事業の実施（昭和61年）
　ボランティアを養成するとともに、その活動支援に取り組みました。また、
奈良市総合福祉センター等の運営を受託するとともに、地区社協の設立支援を
強化しました。
★地区社協設立　23地区（昭和56～平成元年）

「センター事業型社協への展開」
　社会福祉法人格を取得。各福祉センターの運
営受託を行うことにより組織体制の拡大が図ら
れ、センター事業型社協としての活動が展開さ
れました。

社会福祉法人認可（昭和42年）
　最初に運営を受託した施設は「奈良
市老人福祉センター（東）」（昭和43年）
★地区社協設立　12地区（昭和28～55
　年）

「在宅福祉サービスと音楽療法への展開」
　在宅福祉サービスに本格的に乗り出すとともに、基幹型在
宅介護支援センターや地域福祉権利擁護事業を受託。介護保
険制度の開始とともに、居宅サービス事業所としての指定も
受け、介護保険の民間事業所でありつつ、公益的な事業者と
して在宅福祉サービスを担う存在となりました。
　さらに、奈良市認定の音楽療法士による市内各施設への派
遣事業が始まりました。

登録家庭奉仕員派遣事業受託（平成３年）
　民間事業所でありつつ公益的な事業者として在
宅福祉サービスを提供しました。
★地区社協設立　７地区（平成３～９年）

「市町村合併と地域福祉の転換期」
　地域福祉活動計画の策定を開始し、３ヶ年をかけ、住民と職員が中長期の活動方向を計画にま
とめ上げました。また、全国的な市町村合併や事業仕分けの動きともあわせ、委託事業を中心と
した事業形態からの脱却が図られ、事業の見直しや新規事業の検討など、組織基盤の強化に向け
た取り組みも進めていきました。

奈良市地域福祉活動計画策定開始（平成13年）
　平成17年に月ヶ瀬村と都祁村が奈良市に合併し、両村の社会福祉協議会も市
社協に合併しました。
★地区社協設立　３地区（平成16～22年）

「地域福祉の推進と相談支援の強化」
　西部地域における地域福祉推進の拠点を開所するとともに、安心生活創造推進事業を受託
し、制度の狭間の課題に取り組むなど、地域住民や関係機関と連携・協働し地域福祉の推進を
図っています。
　また、市民後見人の養成や法人後見事業の開始など、相談支援の強化にも取り組んでいます。

鳥見デイサービスセンター開所（平成24年）
平成27年には地区社協連絡会が地区社協会長会として発足しました。
★地区社協設立　１地区（平成23年） 全46地区に地区社協が設立されました。
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　社会福祉法人格を取得。各福祉センターの運
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れ、センター事業型社協としての活動が展開さ
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社会福祉法人認可（昭和42年）
　最初に運営を受託した施設は「奈良
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　平成29年４月に始まった「配食サービス試食会」は、地域の方々の素朴な声から生まれた活動です。「栄養バラン
スのとれた食事を食べたいが、自分で作ることは高齢で難しくなった」、「介護認定を受けていないからヘルパーさ
んには来てもらえない」、「配達お弁当も、どこが良いのか分からないし、一人で食べても味気ない・・」、そんな声
が地域のあちこちから聞こえてきたことがきっかけでした。
　声をキャッチした地区社協では、単独で取り組むのではなく、一人暮らしの方に寄り添っている民生委員、高齢
者の仲間づくりを進める万青とも相談。各団体の強みを活かして、みんなで取り組むことが地域の一人ひとりのた
めになると考え、３団体の共催で「配食サービス試食会」が始まりました。

　この取り組みは、３団体が順番に企画し、北部地域包括支援セ
ンターの協力のもと業者を選定し、様々な業者のお弁当を順番に
「試食」をする企画です。３団体が役割分担をして、それぞれ必
要な方々へ広報・周知を進めて参加者を募集しています。自分た
ちに配食弁当が必要になった時のための情報集めというのが、試
食会の目的の一つですが、加えて、地域の方々が集まり「みんな
で食べる」ことが、地区が目指す「地域の顔の見えるつながり」
のきっかけになるのだと万青の森兼事務局長も、食を通じたつな
がりづくりの重要性を語られます。
　参加者の竹本さん（89）は、「みんなで食べると食事も美味し
いし、おしゃべりも楽しいです」、また、前田さん（92）も「この地区はみんなで集まる場がたくさんあるのであり
がたいです」と、３団体の取り組みの成果も出ているようです。

　試食会では、自由に色んな発言のできる雰囲気があります。民
児協副会長も「たとえ一人であっても、この会に気軽に来ること
ができるような雰囲気づくりを今後も大事にしたいです」と語ら
れます。地区社協の中村事務局長も「配食弁当に関する質問以外
にも、自分の今後のことについての不安や介護保険制度などへの
質問も多い」と語り、試食会をはじめサロンなど色々な場で住民
の生の声を聞くことが地域のニーズキャッチになっていると感じ
ておられます。こうした地域の声を大切に、今後も皆で協力し、
地域に必要な取り組みを進めていきたいと３団体のスタッフの皆
さんは共通の思いを語られました。

「地域の声」から新しい取り組みを！みんなでやった方が地域のためになる

「一緒に食べること」が、仲良くなるきっかけに

これからも「地域の声」を大切に

佐保台地区社会福祉協議会

「地域の声」から新しい取り組みを！みんなでやった方が地域のためになる

▲「配食サービス試食会」に取り組む佐保台地区の各団体の皆さん

▲食事はもちろん楽しい話が弾んだり、
お弁当の資料に目を通したり・・・

　佐保台地区は、奈良市の北部に位置しており、地区の南側にはな
らやま大通りが走っています。昭和50年代後半に開発された住宅
地を中心とした地域で、近隣地区と比べて高齢化が進んでいます。
　今回は、地域の声を受けて始まった「配食サービス試食会」にス
ポットを当て、万年青年クラブ（以下、万青）、民生委員・児童委
員協議会（以下、民児協）、地区社会福祉協議会（以下、地区社協）
の３団体の方々にお話をお聞きしました。

佐保台地区

　計画策定委員長の山下憲昭氏(大谷大学教授)
の基調講演の後、３名のパネラーを交えて熱のこ
もったパネルディスカッションが行われました。

　フォーラム終了後、同日に行わ
れた「地区社協会長会第２回会長
会」でも、フォーラムの内容を振り
返り、活発な意見交換が行われま
した。

居場所づくり応援プロジェクト始動！居場所づくり応援プロジェクト始動！

ダイジェスト版
配布中！

ダイジェスト版
配布中！

ダイジェスト版
配布中！

　「第２次奈良市地域福祉活動計画」の完成に伴い、一体的に
策定を進めてきた行政計画と併せて広く周知を図るため、去る
11月２日、はぐくみセンターにてフォーラムを開催しました。

　両計画は、共通スローガンに「ひとりぼっち“０”プロジェクト」を掲げており、既存の制度や地域福祉活
動の狭間にある問題にしっかりと目を向けて、孤立を生まない地域社会づくりを目指そうという思いが込めら
れています。

　当日は、地域で福祉活動を
実践されている方をはじめ、
各種団体の役員やボランティ
ア、見守り協定事業者（企業）
など約180名が参加。地域福
祉の推進に向けて、行政が基
盤整備や仕組みづくりを進め、
民間の立場からは、本会が推
進主体となって地域課題の解
決に向けた地域福祉実践を進
めいくことを共有しました。

ゼロ

ゼロ

公開プレゼンテーションの様子

奈良市社協の各部署や
奈良市役所などへGO！

問合せ
総務課企画経営係
0742－93－3100

問合せ
地域支援課

ボランティアセンター
0742-26－2270

地域福祉フォーラム
開催しました！レポー

ト

居場所づくり応援プロジェクトとは？

　今日、様々な団体が、誰もが住みよいまちづくりを推進するための取り組みを行っています。そんな中、地
域課題の解決・緩和にむけて、“居場所づくり”に取り組む活動団体の新たな事業を、資金面（事業資金の助成）
とコンサルティングの両面でサポートするのがこのプロジェクトです。

多様な居場所づくりを応援します

今回募集した事業テーマは、①子どもの貧困　②ひきこもり　③不登校　④障がい児・者　⑤ひとり親家庭
の５つ。去る９月16日、公開プレゼンテーションを実施し、下記の７団体への助成を決定しました。

＜助成対象となる団体とその活動＞
○奈良言友会（吃音のある若者の居場所づくり）
○ぱるぱる（中途視覚障がい者の社会復帰の為の居場所づくり）
○おや・つ（引きこもりから社会参加へ、訪問を通した居場所づくり）
○フリースペースSAKIWAI（生きづらさを抱えた女性たちの居場所づくり）
○市民ひろばなら小草（人とのつながりを大切にした子どもの居場所づくり）
○あすかこのゆびとまれこども食堂（孤立をさせない子どもの居場所づくり）
○シカ食堂（孤立をさせない子どもの居場所づくり）

　各団体の取り組みは、既存の制度やサービスでは対応が難しい事案ばかり！
　このプロジェクトを担当するボランティアセンターでは、様々な団体との連携も視野にい
れながら、「ひとりぼっち０」をめざす様々な団体等の事業を継続的にバックアップしてい
きます。関心のある方はお気軽にご相談下さい。
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福祉車両のレンタカー
お気軽にご用命ください

奈良市北之庄西町 1丁目 11-3TEL : 0742-61-5662（すずき）

ハイエース　2台
ノア　1台
ワゴンＲ　1台

http://www.294mirai.com/

トゥインクルあやめ池

　138,000円～
入居時費用0円（食費込）
奈良市西大寺竜王町一丁目４番７５

奈良市二名３丁目９５２-１
トゥインクル中山町

　150,500円～
入居時費用0円（食費込）
奈良市中山町２番１

月
額

月
額

自立～要介護５の方、医療依存度の高い方もご入居いただけます。

オープニング介護スタッフ、同時募集中♪

けいはんなヘルパーステーション

１０/１・住宅型有料老人ホーム２施設同時オープン♪

ご入居者様募集中♪

特定非営利活動法人　

ならサポートワークラボ

　このコーナーでは奈良を住みよいまちにするために、日々
活動する団体を紹介しています。
　今回は、ニート・ひきこもりの方の日常生活や社会生活
に関する相談および就労に関する支援を行っている「特定
非営利活動法人ならサポートワークラボ」を紹介します。

Q. 利用者が地域で暮らしていくために、また、働き続けるために、
　 地域の方に理解してもらいたいことは何ですか？

A.　働く場所や社会に参加できる場所・機会をもっと増やしていきたい
と思っています。利用者の中には、経験や体験をすることで理解し、
幅を広げていける方も多いため、実習の受け入れ先としての協力をお
願いしたいです。現在は散歩中にゴミ拾いを並行して行い、利用者に
地域の一員であることを感じてもらう工夫もしていますが、今後地域
との繋がりの場が更に確保できればと思っています。

　私自身、長年障がい者支援を
行いながら、地域生活や就労が
困難な方に、事後的に対応するこ
とに制度の限界を感じていまし
た。教育現場では集団生活の大
切さを中心に習いますが、仕事は
個々の問題です。一人ひとりでき
ることは違います。「ワークラボ」
という名の通り「働くことを研究」
し、ダメと
あきらめな
いで、他と
つながりな
がら、困っ
ている方を
これからも
応援してい
きます。

Q. 課題に感じておられることはなんですか？

A.　ひきこもりの方の相談では、家族に見学に来てもらい、良ければ本
人に勧めてもらっています。その中で、家族と本
人の関係への助言など、家族に対する支援が必要
な現状を感じていますが、時間や人材が限られて
いる中でどのように取り組めるのか、検討中です。
また、財源確保の問題もあります。パソコン、テー
ブルなど訓練用の備品は赤い羽根共同募金の助成
金を活用させていただき、利用者の作業・訓練内
容の充実を図っています。

書類整理ボックス
（赤い羽根共同募金の助成金で購入）

Q.どのような団体ですか。

A.　長年、制度の谷間にあるニートやひきこも
りの方を何とか社会に引き出せないかとの思
いがあり、平成27年４月にNPO法人を立ち
上げました。周囲から合理的配慮を必要とす
る方に、事務作業や軽作業などの訓練を通し
て社会参加（就職含む）に関する支援を総合
的に行っています。現在はスタッフ８名で運
営しており、年間相談者は10代～40代の約
20名程度です。

作業の様子

理事長の小島さん

理事長の言葉

連絡先　

住所：奈良市西大寺本町2-20
　　　プラムキャッスルＳ-1 201号
電話：0742-93-4035
FAX：0742-93-4034
ＨＰ：http://naraworklabo.ojaru.jp/

　198４年に奈良市総合福祉センター（以下「センター」）が開設されて以来、毎年、
奈良市心身障害者・児福祉協会連合会とともに「ふれあい大会」・「ふれあい盆踊り
大会」を行い、「障がい理解を通してより良いまちづくりへ」の発信を行ってきました。
　その一方で大会が定着するにつれて、いろいろな課題も出てきたため、今回内容
をリニューアルして障がいのある方もない方も一緒に参加して楽しめるイベントを開
催しました。
　当日は晴天に恵まれ、約1500人の皆様と一緒に楽しい時間を過ごすことができ
ました。

　6台のキッチンカーが、会場を彩ることで、食べるだけではな
く、選ぶ・見る楽しみが増えました。

２．新しい力を借りて魅力あるイベントづくりを

　太鼓やパーカッション、マジッ

クと多彩なゲストと共に楽しい

時間を過ごしていただくことが

できました。

　近鉄高の原駅
からの無料シャト
ルバスを運行する
とともに、市内を
巡回するみどり号
を増便すること
で、アクセスの改
善を図りました。

４．アクセスの改善で集客力を上げる
　リニューアルの中にも「変わらないもの」があります。
　来場者に楽しんでいただくための情報保障（手話・要約筆
記・点字の案内など）はもちろん、「この日を一緒に楽しむ」姿
勢は変えることはありません。
　そのために時代に合わせて変えるべきところは変え、守るべ
きところは守っていければと思います。

５．「変えるもの」「変えないもの」しっかりと分ける

　今回、市民
公募による
コ ー ラ ス
「コ ーラス
deアミーゴ」
を実施しまし
た。事前練習
と当日の発表を通して、障がいの有無に関係なく一緒に楽しむ
場所を提供することができました。

３．つながりを生かして参加者の広がりを

　地域の皆様にも当センター
を知っていただくきっかけとし
て、地元の朱雀保育園児や平
城高校吹奏楽部にも出演して
いただきました。

11 ３
（金・祝）

Enjoy

Happy
Smile

in 奈良市総合福祉センター

１．イベント名を「オータム　アミーゴ　フィエスタ」へ
　「ふれあい大会」イコール「障がい者のイベント」という少し固いイメージが定着している現状を受けて、気軽に
会場に来たもの同士知り合うことを通して、お互いをよく知るきっかけになればという思いをこめて、「アミーゴ」を
キーワードにしたイベント、「オータム　アミーゴ　フィエスタ」を開催しました。

お問合わせ 奈良市総合福祉センター　電話　0742-71-0770

リニューアル

のポイント

社協事業
報告
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お気軽にご用命ください

奈良市北之庄西町 1丁目 11-3TEL : 0742-61-5662（すずき）
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ノア　1台
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http://www.294mirai.com/
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入居時費用0円（食費込）
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～今お持ちの健康保険証が使える～

ゆうとぴあグループでは１年間延べ2万人の施術実績

脳疾患の後遺症が
あるのですが、病状もよく
わかってくれる先生で、
話もよく聞いて
もらっています。

糖尿病で人工透析を
受けていますが、

訪問マッサージは便利です。
透析のスケジュールに
合わせてもらいながら、
毎週３回お願いしています。

1回340円～580円
程度です。

土曜日午後・日曜日・お盆・年末年始土曜日午後・日曜日・お盆・年末年始

　今回、編集委員として初めて編集に携わらせていただきました。
　あれもこれもと掲載したい記事が多く、記事選定や内容の校正等各関係者の
協力を得て仕上がりました。文章の伝わり方・ニュアンスの変化等、校正の難し
さを感じ、文章で人に思いを伝えることの難しさを再認識しました。

（編集委員H）

発行 ： 社会福祉法人　奈良市社会福祉協議会
発行責任者 ： 事務局長　高原　俊裕
〒630-8454 奈良市杏町79番地の4
TEL ： 0742-93-3100　FAX ： 0742-61-0330
E-mail ： hureai@narashi-shakyo.com
URL ： http://www.narashi-shakyo.com 検索奈良市社協

ヒントをもとに、空いているマスにひらが
なを入れてください。太枠の文字を上から
順につなげてできる言葉が答えです。
答えは、どこかのページにあるよ！探してみ
てね☆

答え

キ ワ ドキキキ

ク
ドドド

ズズズズイクククイ
ー

ズズズズ
ー

穴埋め

?

?

　紙漉き工房『ゆめ』の
　「レターセット＆ポチ袋（寧楽の鹿）」（３名様）

●商　品…紙漉き工房『ゆめ』で作成した牛乳パックの手漉き再生和紙
　　　　　に、かわいい奈良の鹿をアレンジした製品です。
　　　　　和紙の温かさをお楽しみください。
●提供者…社会福祉法人 あゆみの会　紙漉き工房『ゆめ』
　　　　　（〒631-0811 奈良市秋篠町1381-1　TEL 0742-53-0511　FAX 0742-53-0512）

①クイズの答え、②記事内容のご感想・ご意見、③氏名、④住所、⑤
連絡先を明記して、ハガキ、FAX、メールのいずれかで下記へ。
クイズ正解者の中から抽選で賞品をプレゼントします。
平成30年３月１日（木）

賞　　品

応募方法

応募締切

ヒント

1

ヒント

5

★前回（第34号）の答えは「あかいはね（赤い羽根）」でした。

ヒント

2

ヒント

4

ヒント

3
「困っている人の助けになりたい」
「地域に何か役立つことをしたい」

　社協会員への加入は、そんな奈良市
民の皆様の思いを活動資金の協力とい
うカタチで実現していただくための仕
組みです。
　この会費は、各地区で取り組まれて
いる地域福祉活動等を支える財源とし
て活用しています。ご協力よろしくお願
いいたします。

ご協力ありがとうございます。

・井田商店
・㈱カームネススマイル
・グループホーム古都の家学園前

（五十音順、敬称略）

平成２９年度
賛助会員のご紹介
（７月1日～10月末日までにご加入いた
だいている方々です）

１１月３日に「ふれあい大会」と「ふれあい盆踊り大会」がリニューア
ルして開催されたのは　　　　　　　　・アミーゴ・フィエスタです。

第34回総会及び法人設立50周年記念事業では、後藤真一郎氏をお
招きし「『　　　　　　　　、　　　　　　　 』地域共生社会の実現
に向けて」と題した講演とトークセッションを行いました。

昭和61年、ボランティアを養成するとともに、その活動支援に取り

組む　　　　　　　　　　　事業の実施が始まりました。

地域福祉フォーラムを皮切りに「ひとりぼっち“０”プロジェクト」の
　　　　　　　　　　　版配布中！

居場所づくり応援プロジェクトとは、“居場所づくり”に取り組む活動団
体の新たな事業を　　　　　　　　　 とコンサルティングの両面で
サポートすることです。


